
令和６年度 学校評価実施報告書 

幼稚園名（ 乾隆 幼稚園） 

 

教育目標 

心豊かにたくましく、生き生きと遊ぶ子どもの育成 

年度末の最終評価 

自

己

評

価 

教育目標の達成状況、次年度に向けた見直し 

 

学

校

関

係

者

評

価 

学校関係者による意見・支援策 

 

 

学校関係者評価の評価日・評価者 

 評価日  評価者  

中間評価 令和６年１０月２８日 学校運営協議会 

最終評価   

 

（１）幼稚園教育（保育の改善・充実）について   

具体的な取組 

・ 一人一人の子どもが自己を発揮し、自ら身近な環境にかかわって夢中になって遊び込むための援 

助や環境構成について考えるとともに、ねらいを明確にもち計画性をもった保育を実践し、振り返

りや改善を組織的に行う。 

・ 保育の専門性を高め、子どもの育ちを保障していくために、研究保育やエピソード研修等園内研 

修を充実する。 

（取組結果を検証する）各種指標 

・ 幼児の姿の変容・週案の反省、評価の記述や事例検討 

・ アンケート項目「幼稚園は教育目標に向けての保育を行っていますか」 

「幼稚園の環境は安全で子どもが豊かな体験ができるよう整えられていますか」 

「子どもは楽しく幼稚園に通っていますか」 

「子どもは自分のやりたいことを見つけて遊んでいると思いますか」 

 



中間評価 

各種指標結果 

 日々、保育後に教員同士で子どもの姿を共有し個々の変容や教師の援助について語り合うことがで

きた。 

アンケート項目「幼稚園は教育目標に向けての保育を行っていますか」 

大変そう思う・そう思う回答 100％ 

「幼稚園の環境は安全で子どもが豊かな体験ができるよう整えられていますか」 

大変そう思う・そう思う回答 94％ 

「子どもは楽しく幼稚園に通っていますか」 

大変そう思う・そう思う回答 100％ 

「子どもは自分のやりたいことを見つけて遊んでいると思いますか」 

大変そう思う・そう思う回答 100％ 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

・ 日々の保育後の振り返りから教員同士が意見交換することにより、より深い子ども理解につ 

ながっている。一人一人の子どもが夢中になって遊び込めるように教員間で連携をとりながら 

園全体で保育環境を整えることができた。 

・ 研究保育やエピソード研修等園内研修を進めることができ、自ら身近な環境にかかわって夢 

中になって遊び込むための具体的な援助や環境にむけて教員同士が互いに思いや意見を出し

合うことができた。教員一人一人が子ども理解を深めることにつなげることができた。 

分析を踏まえた取組の改善 

・ 引き続き、日々意見交換しあい教職員全員でよりよい保育の充実に向けて取り組んでいきた 

い。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標 

・ 幼児の姿の変容・週案の反省、評価の記述や事例検討 

・ アンケート項目「幼稚園は教育目標に向けての保育を行っていますか」 

「幼稚園の環境は安全で子どもが豊かな体験ができるよう整えられていま

すか」 

「子どもは楽しく幼稚園に通っていますか」 

「子どもは自分のやりたいことを見つけて遊んでいると思いますか」 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 アンケート結果から保護者の方は、園の取組を評価されていると読み取れる。ホームページや 

インスタグラム等でその取組を発信していってほしい。 

最終評価 

（中間評価時に設定した）各種指標結果 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題）、重点目標の達成状況、次年度の課題 

分析を踏まえた取組の改善 



学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 

（２）架け橋期の教育の充実に向けた幼保小連携・接続に関して 

具体的取組 

・ 年度当初に乾隆小学校との交流について年間計画を企てる。 

・ 進学した子どもの様子を伝えあい、子どもが安心して学校生活が始められるよう朝のほっこりタ 

イムを行い支える。 

・ 互いに参観し合ったり、研究保育や研究授業を行ったりすることで互いの教育について知る機会 

をもつ。 

・ 架け橋期のカリキュラムの見直しを行う。 

（取組結果を検証する）各種指標 

・ 年間の見通しをもち計画できたか。 

・ 事前・事後に内容についての協議ができたか。 

・ 研究保育や研究授業の参観、合同研修の回数や内容について。 

・ アンケート項目「保幼小連携、地域との連携等の取組は子どもの育ちにつながっていると思いま

すか」 

・ 架け橋期のカリキュラムの見直しができたか。 

中間評価 

各種指標結果 

・ 年度当初に今年度に向けて話し合う時間をもち共有することができた。 

・ 事前、事後の内容について協議が開催できた。 

・ 5歳児と 1年生とが合同の研究保育・授業を行い、その後一緒に協議することができた。 

・ アンケート項目「保幼小連携、地域との連携等の取組は子どもの育ちにつながっていると思いま

すか」大変そう思う・そう思う回答 100％ 

・ 架け橋期のカリキュラムの見直しについては、幼稚園と小学校で進めている。 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

年度当初に今年度の方向性を確認する時間を持つことができた。 

入学後の１年生クラスに幼稚園から教員が出向き、朝のほっこりタイムの時間に仲良し遊びや 

手遊びなどを行い、進学当初の１年生の姿を小学校教員と共有できた。 

交流については、当日に向けて幼稚園・小学校互いの子どもの姿や教師の願いを事前の打ち合

わせで話しあい確認することができた。 

６月には、５歳児と１年生が合同の研究保育・研究授業を行うことができ、その後の研究協議

についても開催できた。互いの視点から意見を出しあい、交流当日に向けて、環境や教師の援助

などよりよくなるように交流を迎えるまでに打ち合わせを重ね内容の充実につながった。 

交流事後の協議については、時間を捻出することに課題はあったものの交流後の姿や育ちを話

し合うことができた。 

 また、架け橋期のカリキュラムの作成については現在進めているところである。 



分析を踏まえた取組の改善 

・ 架け橋期のカリキュラムについて検討する。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標 

・ 見通しをもち計画できたか。 

・ 事前・事後に内容についての協議ができたか。 

・ 研究保育や研究授業の参観、合同研修の回数や内容について。 

・ アンケート項目「保幼小連携、地域との連携等の取組は子どもの育ちにつながっていると思 

いますか」 

・ 架け橋期のカリキュラムの見直しができたか。 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 小学校との交流は、小学校へ進学時に子どもが見通しがもてることにつながるので今後も積極 

的に進めてほしいと願う。 

最終評価 

（中間評価時に設定した）各種指標結果 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題）、重点目標の達成状況、次年度の課題 

分析を踏まえた取組の改善 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 

（３）預かり保育に関して 

具体的な取組 

・ 子どもの実態により、預かり保育の指導計画を見直す。 

・ 個の興味に応じてゆったり楽しめる環境や季節ならではの遊びや新鮮な遊びも取り入れ内容の工 

夫に取り組む。 

・ 担任と預かり担当教員との連携を密にし、子どもが安心して参加できるよう家庭的な雰囲気をつ 

くる。 

（取組結果を検証する）各種指標 

・ 預かり保育の参加状況とその活動内容や指導計画の見直し状況 

・ 週案の振り返りによる子どもの姿のみとり 

・ 担当者と担任との連携状況の振り返り 

・ アンケート項目「子どもは、楽しんで預かり保育に参加していますか」 

中間評価 



各種指標結果 

・ 子どものその日の実態に合わせて保育内容を見直している。指導計画についても見直しを進めて 

 いる。 

・ 日々の振り返りから子どもの興味や関心、実態に合った保育が進められるように進めている。ま 

た、新鮮な遊びも取り入れながら個々がゆったりと家庭的な雰囲気で過ごせるように取り組んでい

る。 

・ 担任と担当教員との連携については、日々子どもの姿を共有し合い保育に活かすことができた。 

・ アンケート項目「子どもは、楽しんで預かり保育に参加していますか」 

大変そう思う・そう思う回答 78％ 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

 その日の子どもの姿や生活の流れを考慮して、預かり保育の内容を毎日見直している。また、 

担任と担当教員が連携をとり子どもの姿を共有し進めることができた。子どもや保護者と担当者 

との関係が築かれ安心して参加している。また、預かり保育の内容についても見直し、つくって 

遊ぼうの日やサッカーの日を月に１回程度設け、子どもたちの楽しみとなっている。 

アンケート結果については、個人差が見られた。まだ預かり保育の利用がない方もおられる。 

分析を踏まえた取組の改善 

 今後も預かり保育の内容の充実に努める。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標 

・ 預かり保育の参加状況とその活動内容や指導計画の見直し状況 

・ 週案の振り返りによる子どもの姿のみとり 

・ 担当者と担任との連携状況の振り返り 

・ アンケート項目「子どもは、楽しんで預かり保育に参加していますか」 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 預かり保育時の内容として安全面での管理や体制が整うようであれば戸外で活動の時間もあ 

るとよいだろう。 

最終評価 

（中間評価時に設定した）各種指標結果 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題）、重点目標の達成状況、次年度の課題 

分析を踏まえた取組の改善 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 

 



（４）子育ての支援に関して 

具体的取組 

・ 未就園児クラスの教育相談について広く発信する。 

・ 未就園児の「さくらんぼ組」や満３歳児「いちご組」の実施曜日、内容等定期的に見直し充実に 

取り組む。 

・ 「ほっこり子育て広場」を開催し、幼児期の子育てについて話し合える場づくりや企画の提供を 

行い、子どもの育ちや発達を考える機会を設定する。 

・ 地域の児童館や地域諸団体との連携を図り、子育て相談や園庭開放を実施し、地域の子育て支援 

センターとしての役割を果たす。 

（取組結果を検証する）各種指標 

・ 未就園児教育相談クラスの参加状況や取組内容 

・ 子育てについて話せる場の開催状況 

・ アンケート項目「さくらんぼ組やいちご組（満 3 歳児）、預かり保育等の子育て支援の取組があ

ることを知っていますか」 

中間評価 

各種指標結果 

・ 保育会の協力を得て未就園児の教育相談について広く発信することに取り組んだ。 

・ 「ほっこり子育て広場」の開催については、後期に課題が残った。 

・ アンケート項目「さくらんぼ組やいちご組（満 3歳児）、預かり保育等の子育て支援の取組がある

ことを知っていますか」大変そう思う・そう思う回答 100％ 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

満３歳児いちご組の登録者や問合せ等が増えた。９月よりいちご組開催日にいちご組対象の預 

かり保育も始めた。引き続き広く発信し周知していくことに取り組んでいきたい。また、内容に

ついても日々見直しを図りながら進めている。後期に向けても工夫して取り組んでいきたい。 

分析を踏まえた取組の改善 

未就園児教育相談さくらんぼクラスの参加者の増加に向けて内容の工夫・発信に取り組んでいき

たい。 

「ほっこり子育て広場」の開催に向けて取り組みたい。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標 

・ 未就園児教育相談クラスの参加状況や取組内容 

・ 子育てについて話せる場の開催状況 

・ アンケート項目「さくらんぼ組やいちご組（満 3 歳児）、預かり保育等の子育て支援の取組

があることを知っていますか」 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

地域の子育て支援とも積極的につながり、園の子育て支援の取組を発信していってほしい。 

最終評価 

（中間評価時に設定した）各種指標結果 



自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題）、重点目標の達成状況、次年度の課題 

分析を踏まえた取組の改善 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 

（５）地域とのかかわり（社会に開かれた教育課程）に関して 

具体的な取組 

・ 学校運営協議会の方と情報交換や連携の強化に努め、関係者評価を活用し、教育活動の改善を図 

る。また、地域の資源を活かした指導計画を作成する。 

・ ホームページや幼稚園だより等で幼稚園の取組や活動について発信し開かれた幼稚園づくりを

する。また、発信のひとつにインスタグラムを開始する。 

（取組結果を検証する）各種指標 

・ ホームページやお便りなどの発信状況 

・ 学校運営協議会の方を含む地域の方の意見の聞き取り 

・ 地域行事への参加の様子 

・ アンケート項目「保幼小連携，地域との連携等の取組は子どもの育ちにつながっていますか」 

 

中間評価 

各種指標結果 

・ ホームページやインスタグラム、お便り等の発信に取り組んだ。 

・ 毎朝の交通安全見守りで園児に声をかけてくださっている 

・ 地域行事への参加については、乾隆祭りに園児がステージ発表に参加した。 

・ アンケート項目「保幼小連携，地域との連携等の取組は子どもの育ちにつながっていますか」大 

変そう思う・そう思う回答 100％ 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題） 

 インスタグラムを開始することができたが、ホームページとともに更新の回数には課題が残 

る。後期に改善していきたい。 

 地域への行事参加では、乾隆祭りに参加し園児が沢山の方の前でステージ発表をするという貴 

重な体験の場となった。 

分析を踏まえた取組の改善 

 地域との連携については、地域の方と園児が交流できる機会のもち方を考えていきたい。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標 

・ ホームページやお便りなどの発信状況 

・ 学校運営協議会の方を含む地域の方の意見の聞き取り 

・ 地域行事への参加の様子 

・ アンケート項目「保幼小連携，地域との連携等の取組は子どもの育ちにつながっています



か」 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 地域の方と園児が交流できる取組について今後工夫して考えてほしい。地域も協力していきた 

い。 

最終評価 

（中間評価時に設定した）各種指標結果 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題）、重点目標の達成状況、次年度の課題 

分析を踏まえた取組の改善 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 

（６）教職員の働き方改革について 

重点目標 

働き方改革を意識し、園全体で組織的に取り組んでいく 

具体的な取組 

・ ノー残業デーの実施 

・ 会議時間の開始と終了時刻を明確にする。また、資料は事前配布を行い会議時間の短縮を図る。 

・ 優先順位をつけ業務に取り組む。 

・ 教職員間の連携を強化する。 

（取組結果を検証する）各種指標 

・ ノー残業デーの実施状況 

・ 教職員の超過勤務時間の状況や年休取得率 

・ アンケート項目「教職員は生き生きと働いていますか」 

 

中間評価 

各種指標結果 

・ ノー残業デーの実施は継続が難しかった。 

・ 教職員の超過勤務時間の状況については昨年度との同程度 

・ アンケート項目「教職員は生き生きと働いていますか」大変そう思う・そう思う回答 100％ 

自 

己 

評 

分析（成果と課題） 

・ ノー残業デーの実施についての継続は難しかったが、働き方改革への意識については高まっ 

ている。また、校務支援員との連携が進み働き方改革につながっている。会議時間については



価 事前資料配布により時間短縮につなげることができた。 

・ 園組織として、見通しをもった計画をたて教職員の連携を強化し取り組んでいきたい。 

分析を踏まえた取組の改善 

・ ノー残業デーの実施については、継続して取り組んでいけるように進める。 

・ 組織的に改善できるところを見直す。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標 

・ ノー残業デーの実施状況 

・ 教職員の超過勤務時間の状況や年休取得率 

・ アンケート項目「教職員は生き生きと働いていますか」 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 時間を意識して取組を進めていってほしい。 

最終評価 

（中間評価時に設定した）各種指標結果 

自 

己 

評 

価 

分析（成果と課題）、重点目標の達成状況、次年度の課題 

分析を踏まえた取組の改善 

学 

校 

関 

係 

者 

評 

価 

学校関係者による意見・支援策 

 


